
ＪＴＢとの共創およびコミュニケーション強化による

人
財
育
成

組
織
強
化

旅
ホ
連
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で

安
価
な
加
入
費
で
充
実
し
た
補
償

事
業
基
盤

人手不足が重要課題

ア
カ
デ
ミ
ー
主
催
セ
ミ
ナ
ー

階
層
別
と
テ
ー
マ
別
で
展
開

ＪＴＢ旅ホ連共済
旅
館
経
営
人
財
育
成
ア

カ
デ
ミ
ー

お
も
て
な
し
検
定

連
合
会
・
支
部
主
催
の
研

修
、セ
ミ
ナ
ー

そ
の
他
の
取
り
組
み

旅
ホ
連
会
員
間
や
Ｊ
Ｔ

Ｂ
社
員
と
の
関
係
性
強
化

人
財
・
組
織
強
化
委
員
会

旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス
、や
ど

こ
む
、旅
ホ
連
だ
よ
り

（２１） 第３１７６号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）６月５日（月曜日）

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
の
Ａ
３
ポ
ス
タ
ー
（
上
）
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

水
明
館
で
の
テ
ー
マ
別
研
修
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
見
学

旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス

旅
館
経
営
人
財
育
成
ア
カ

デ
ミ
ー
で
は
、
①
経
営
者
・

次
世
代
経
営
者
向
け
の
新
た

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
運

営
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
ニ
ュ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
時
代
に
即

し
た
テ
ー
マ
を
重
視
し
た
経

営
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
③
「
や

ど
こ
む
」
や
「
旅
ホ
連
ニ
ュ

ー
ス
」
と
連
動
し
た
告
知
と

運
用
④
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
や
動
画
配
信
に
よ
る
受
講

機
会
の
拡
大
⑤
従
業
員
向
け

実
務
研
修
の
実
施

の
各
取

り
組
み
を
進
め
る
。

セ
ミ
ナ
ー
は
「
階
層
別
研

修
」
と
「
テ
ー
マ
型
研
修
」

の
２
軸
で
展
開
。
今
年
度
も

引
き
続
き
「
人
財
・
組
織
強

化
委
員
会
」
と
の
双
方
向
の

連
携
を
強
化
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
さ
ら
な
る
充
実
と
浸
透

を
図
る
。
対
象
を
次
世
代
経

営
者
に
限
ら
ず
、
す
そ
野
を

広
げ
、
多
数
の
参
加
者
が
集

ま
る
学
習
と
交
流
の
機
会
と

な
る
研
修
を
設
定
。
ま
た
、

可
能
な
限
り
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
の

参
加
を
働
き
か
け
、
旅
ホ
連

と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
強
化
に
つ
な
げ
る
。

階
層
別
研
修
の
中
で
も
人

気
が
あ
る
の
が
、
「
『
人
を

動
か
す
』
幹
部
を
育
て
る
研

修
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
パ

ワ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ア
ン
ド

・
ト
ラ
ス
ト
代
表
取
締
役
の

安
達
太
氏
を
講
師
と
す
る
研

修
だ
。
受
講
者
の
評
価
が
高

く
、
受
講
に
よ
る
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。
旅
ホ
連
会
員
だ

け
で
な
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
か

ら
も
好
評
を
博
し
て
い
る
。

今
年
度
の「
人
を
動
か
す
」

幹
部
を
育
て
る
研
修
は
、
経

営
者
、
経
営
幹
部
、
女
将
、

若
女
将
、
管
理
職
、
現
場
リ

ー
ダ
ー
が
対
象
。
今
年
度
は

５
月

日
に
東
京
で
開
か

れ
、
今
後
は
６
月

日
に
宮

崎
、
７
月

日
に
仙
台
で
の

開
催
を
予
定
す
る
。

１
年
目
か
ら
６
年
目
ま
で

の
社
員
に
向
け
た
「
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
研
修
」は
、今
年
度

は
６
月

日
に
長
野
、
７
月


日
に
仙
台
で
開
催
す
る
。

「
組
織
活
性
化
研
修
」は
、

経
営
者
、経
営
幹
部
、女
将
、

若
女
将
、
管
理
職
、
現
場
リ

ー
ダ
ー
に
向
け
た
研
修
。
６

月

日
に
松
山
、

月

日

に
那
覇
で
開
催
す
る
。

経
営
幹
部
、
女
将
、
若
女

将
、
管
理
職
、
現
場
リ
ー
ダ

ー
に
向
け
た
「
コ
ー
チ
ン
グ

研
修
」
は
、
５
月

日
の
千

葉
に
続
い
て
、
第
２
回
を
６

月

日
に
長
野
で
行
う
。

テ
ー
マ
型
宿
泊
研
修
は
、

経
営
者
、経
営
幹
部
、女
将
、

若
女
将
、
管
理
職
、
各
実
務

担
当
者
が
対
象
。

年
度
の

テ
ー
マ
は
①
経
営
基
盤
強
化

②
地
域
の
魅
力
づ
く
り
③
新

た
な
観
光
領
域
（
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
）
④
人
財
力
ア
ッ
プ
⑤
サ

ー
ビ
ス
優
秀
旅
館
ホ
テ
ル
の

体
験

な
ど
を
予
定
す
る
。

今
年
度
も
旅
ホ
連
ニ
ュ
ー

ス
記
事
と
の
連
動
を
継
続
。

昨
年
度
は
地
域
戦
略
セ
ミ
ナ

ー
と
し
て
今
年
１
月
に
岐
阜

県
・
下
呂
温
泉
で
開
催
さ
れ

た
「
下
呂
温
泉
観
光
協
会
の

地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光
戦

略
と
水
明
館
の
生
産
性
向

上
」な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

動
画
配
信
に
つ
い
て
は
、

事
業
継
承
、
財
務
基
礎
、
コ

ロ
ナ
禍
対
応
と
い
っ
た
環
境

の
変
化
や
業
界
の
課
題
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

を
拡
充
。
連
合
会
や
支
部
が

作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
共

有
化
に
も
取
り
組
む
。

そ
の
ほ
か
、
会
員
に
有
益

な
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
情

報
を
発
信
す
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
が
主
導
し

て
き
た
「
日
本
の
宿
お
も
て

な
し
検
定
」
は
、
３
級
（
第


回
）
と
２
級
（
第

回
）

の
試
験
を
９
月

～

日
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
実
施

す
る
。
申
込
期
間
は
７
月
３

日
～
９
月
７
日
。
受
験
料

（
税
込
み
）
は
３
級
が
３
５

０
０
円
、
２
級
が
４
千
円
。

会
員
施
設
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定

旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
か
ら
の
補

助
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
半
額

で
受
験
で
き
る
。

お
も
て
な
し
検
定
を
導
入

し
て
い
る
長
崎
の
旅
館
は

「
お
客
さ
ま
ア
ン
ケ
ー
ト
の

評
価
も
上
が
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
中
で
、
個
人
名
で
評
価

さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ

た
」
と
効
果
を
語
る
。

昨
年
度
は
３
級
に
２
３
３

３
人（
前
年
比

・
８
％
減
）、

２
級
に
８
０
２
人
（

・
７

％
減
）
、
合
計
で
３
１
３
５

人
（

・
３
％
減
）
が
合
格

し
た
。
１
施
設
あ
た
り
の
受

験
者
数
が
減
少
し
た
。
従
業

員
数
の
減
少
、採
用
の
縮
小
、

凍
結
が
影
響
し
て
い
る
と
見

ら
れ
る
。

１
級
検
定
試
験
は
、
２
級

試
験
合
格
者
で
あ
る
こ
と
が

受
験
の
資
格
。
作
文
で
の
１

次
審
査
を
経
て
、
２
次
試
験

（
筆
記
試
験
と
所
作
実
技
、

面
接
）
で
合
否
が
決
ま
る
。


年
は
３
人
が
合
格
し
た
。

各
支
部
や
支
部
連
合
会
で

も
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
を
主

催
。
テ
ー
マ
は
運
営
や
経
営

基
盤
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｄ
Ｘ
、

法
律
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。

旅
ホ
連
で
は
、
日
本
ホ
テ

ル
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検

定
試
験
」
「
和
食
検
定
」
と

日
本
宿
泊
産
業
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
技
能
協
会
主
催
の
「
ホ
テ

ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
能
検

定
」
の
受
験
を
奨
励
し
て
い

る
。会
員
限
定
特
典
と
し
て
、

受
験
料
や
テ
キ
ス
ト
代
の
半

額
を
支
援
す
る
。

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検

定
試
験
は
、
ホ
テ
ル
の
実
務

知
識
の
体
系
的
理
解
度
を
測

る
評
価
基
準
と
な
る
も
の
。

試
験
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
レ
ベ
ル

２
級
・
１
級
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
レ
ベ
ル
の
３
種
類
。

和
食
検
定
は
、
和
食
文
化

の
正
し
い
理
解
と
継
承
や
も

て
な
し
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目

的
と
し
た
検
定
試
験
だ
。
試

験
は
初
級
レ
ベ
ル
、
基
本
レ

ベ
ル
、
実
務
レ
ベ
ル
の
３
段

階
と
な
っ
て
い
る
。

ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
能
検
定
は
、
日
本
宿
泊
産

業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
能
協
会

で
主
催
す
る
ホ
テ
ル
・
旅
館

業
界
で
初
め
て
の
国
家
技
能

検
定
試
験
制
度
。
同
検
定
も

旅
ホ
連
会
員
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
実
技
試
験
受
験
料
や
参
考

書
代
金
を
補
助
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
（
理

事
長
＝
大
西
雅
之
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
会
長
）
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
会
員
で
あ
る
各
旅
館

・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
か
ら
の

「
宿
泊
業
に
携
わ
る
従
業
員

の
福
利
厚
生
の
た
め
に
、
独

自
の
制
度
が
必
要
だ
」
と
い

う
声
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

１
９
８
７
年
に
設
立
さ
れ

た
。

年
目
を
迎
え
る
２
０

２
３
年
現
在
、
加
入
会
員
施

設
は
約
１
５
０
０
軒
、
加
入

員
数
は
約
２
万
３
千
人
と
な

り
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

災
害
補
償
な
ど
の
給
付
要
件

を
拡
大
す
る
な
ど
、
今
も
内

容
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

給
付
部
門
と
保
険
部
門
を

組
み
合
わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

制
度
と
な
っ
て
お
り
、
会
員

施
設
の
従
業
員
で
あ
れ
ば
、

パ
ー
ト
社
員
や
外
国
人
で
も

加
入
で
き
る
。
加
入
費
の
支

払
い
は
、
施
設
で
の
一
括
負

担
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
負
担

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

プ
ラ
ン
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
「
お
手
軽
プ
ラ
ン
」

（
年
間
３
６
０
０
円
）
と
、

補
償
が
手
厚
い
「
充
実
プ
ラ

ン
」
（
年
間
８
４
０
０
円
）

の
２
タ
イ
プ
か
ら
選
択
で

き
、
保
険
部
門
を
例
に
と
る

と
、
お
手
軽
プ
ラ
ン
は
業
務

中
の
事
故
に
限
ら
れ
る
一
方

で
、
充
実
プ
ラ
ン
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
時
間
も
対
象
に
な

る
な
ど
、
加
入
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
設
定
と
な
っ
て

い
る
。


年
度
の

同
共
済
の
総

給
付
額
は
約

４
８
０
０
万

円
で
、
若
い

世
代
に
は

「
結
婚
・
出
産
祝
金
」、そ
の

子
ど
も
の
「
入
学
祝
金
」、働

き
盛
り
の
中
高
年
に
は
「
療

養
・
入
院
見
舞
金
」、長
ら
く

施
設
を
支
え
て
い
る
人
に
は

「
古
希
祝
金
」な
ど
、
人
生
そ

れ
ぞ
れ
の
節
目
に
給
付
さ
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

会
員
の
中
に
は
、
採
用
情

報
に
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済

加
盟
」
と
明
記
し
て
人
材
確

保
を
進
め
て
い
る
施
設
も
あ

り
、
会
員
自
体
の
組
織
強
化

に
役
立
て
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
な
ら
で
は
の

価
値
を
経
営
に
最
大
限
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
加
入
員
数
の
増
員
に

よ
る
制
度
自
体
の
安
定
的
な

運
営
を
図
っ
て
お
り
、
福
利

厚
生
制
度
の
拡
充
を
通
じ
て

従
業
員
の
満
足
度
（
Ｅ
Ｓ
）

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
、
宿

泊
客
の
満
足
度
（
Ｃ
Ｓ
）
向

上
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
側
面
か
ら
の
会
員
支
援

を
継
続
し
て
い
る
。

宿
泊
増
売
に
向
け
て
旅
ホ

連
会
員
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
が
一

致
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
極
め
て
重
要
だ
。
そ
の
た

め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
各
地

域
の
セ
ミ
ナ
ー
や
会
議
な
ど

へ
の
補
助
制
度
は
今
年
度
も

継
続
す
る
。
ま
た
本
部
主
催

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
各
種
の

交
流
機
会
の
創
出
を
図
る
。

事
業
基
盤
の
根
幹
と
な
す

委
員
会
は
、
「
人
財
育
成
」

「
生
産
性
向
上
」
「
人
手
不

足
対
策
」
「
旅
ホ
連
共
済
」

を
担
当
す
る
「
人
財
・
組
織

強
化
委
員
会
」
だ
。
特
に
人

手
不
足
は
、
宿
泊
業
界
で
の

一
番
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
四
つ
の
手
法
（
①
Ｊ
Ｗ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し

た
人
材
派
遣
②
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連

事
業
と
連
携
し
た
外
国
人
雇

用
③
「
株
式
会
社

お
て
つ
た
び
」
と

連
携
し
た
短
期
的

・
季
節
的
な
人
手

不
足
対
策
④
Ｊ
Ｔ

Ｂ
デ
ー
タ
サ
ー
ビ

ス
と
連
携
し
た
障

害
者
雇
用
）
を
基

本
に
議
論
し
、
会

員
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
の
あ
る
手
法

の
推
進
、
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
今
年
度
も

専
門
学
校
や
大
学

と
の
連
携
に
よ
る

学
生
や
留
学
生
を

対
象
と
し
た
就
職

説
明
会
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。

中
で
も
毎
年
、
東

京
・
巣
鴨
に
あ
る

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル

＆
ホ
テ
ル
カ
レ
ッ

ジ
で
開
催
し
て
い

る
就
職
説
明
会
で
は
旅
ホ
連

会
員
が
直
に
学
生
に
対
し
て

採
用
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

旅
ホ
連
会
員
へ
の
情
報
発

信
、
情
報
共
有
は
、
会
員
誌

の
「
旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス
」
、

会
員
専
用
サ
イ
ト
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
ネ
ッ
ト
や
ど
こ
む
」、

会
員
用
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「
旅
ホ
連
だ
よ
り
」
の
三
つ

の
方
法
で
行
っ
て
い
る
。
旅

ホ
連
の
重
要
な
事
項
・
事
業

や
会
員
メ
リ
ッ
ト
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
新
た
な
販
売
戦
略
や
旅
ホ

連
と
の
協
業
施
策
な
ど
の
情

報
を
全
会
員
に
く
ま
な
く
タ

イ
ム
リ
ー
に
届
け
て
い
る
。

旅
ホ
連
ニ
ュ
ー

ス
は
、
今
年
度
も

８
回
の
発
行
を
予

定
。
昨
年
か
ら
シ

リ
ー
ズ
を
一
新

し
、
よ
り
読
み
や

す
く
、
親
し
み
や

す
い
内
容
に
改
め

た
。
全
国
各
地
の

会
員
が
登
場
す
る

企
画
も
拡
充
。
中

で
も
「
地
域
の
魅

力
を
創
る
！
」
で

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の

協
業
に
よ
る
「
な

ら
で
は
の
価
値
」

と
な
る
地
域
コ
ン

テ
ン
ツ
開
発
事
業

の
取
り
組
み
事
例

を
紹
介
し
て
い

る
。旅

ホ
連
ネ
ッ
ト

や
ど
こ
む
に
は
、

規
約
、
会
員
名
簿

か
ら
共
済
、保
険
、

会
議
、
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
、

最
新
の
活
動
ト
ピ
ッ
ク
ス
な

ど
旅
ホ
連
に
関
す
る
情
報
が

全
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
で
の
販
売
動
向
や
人
事

異
動
な
ど
も
掲
載
。
自
館
の

Ｊ
Ｔ
Ｂ
宿
泊
ア
ン
ケ
ー
ト
の

閲
覧
に
活
用
し
て
い
る
会
員

も
多
い
。
ま
た
、
旅
館
経
営

人
財
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
主
催

研
修
の
申
し
込
み
や
動
画
セ

ミ
ナ
ー
の
視
聴
な
ど
も
旅
ホ

連
ネ
ッ
ト
や
ど
こ
む
か
ら
と

な
っ
て
い
る
。

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
旅
ホ

連
だ
よ
り
は
、
月
２
回
、
タ

イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
会
員
へ

発
信
し
て
い
る
。




